
今月の生きもの

８月のコウノトリ ８月の郷公園

夏休みに入り、夏ならではの生きもの観察や水
辺の活動がますます楽しい時期になります。安全
に気をつけながら、観察を楽しみましょう。（※観
察した生きものの持ち帰りはご遠慮ください。)

巣立ちをした幼鳥達は、１～２ケ月の間は親の縄張り
内や周辺で自活に向けての練習です。８月中に親元か
ら出て行く幼鳥も多いことでしょう。ひとり立ちした幼鳥を
見かけたら、そっと見守ってあげてください。

人と自然の共生を考えるエコミュージアム               

コウノトリ文化館便り
2025.8 Ｎo.124

コウノトリ文化館のホームページで
リアルタイムの情報を発信しています
https://kounotoribunkakan.com
https://www.facebook.com/kounotoribunkakan/
https://www.instagram.com/toyooka_stork_museum/

ヨシノボリの仲間
ヨシノボリは川に棲んでいる全長10cmほどのハゼの仲間です。豊岡市には7種類が棲んでいます。

但馬ではグズッパと呼びます。どれも姿がよく似ているのですが、体の模様や棲んでいる場所に違い

があります。一生を川で過ごす陸封タイプと、稚魚の頃に一度海へ下る回遊タイプがいます。

シマヒレヨシノボリ 流れの少ない場所を好む。他

のヨシノボリ類より顔がずんぐりしている。一生を川

で過ごす陸封タイプ。

クロヨシノボリ 外海に面した海岸沿いの小川にだ

け棲んでいる。豊岡盆地にはいない。顔の赤い筋模様

が太いのが特徴。回遊タイプ。

トウヨシノボリ 市内では豊岡盆地の小川に多い。

尾びれ付け根の黄色い模様が特徴。一度海へ下る回

遊タイプ。

ゴクラクハゼ 下流～中流域に棲ん

でいる。大抵の川にいる。胴体側面の

黒と水色の斑点が特徴。回遊タイプ。

シマヨシノボリ 中流域に棲んでい

る。大抵の川にいる。頬に散らばる赤

い模様が特徴。回遊タイプ。

オオヨシノボリ 主に大河川の上流

域にいる。全長10cmを超える。胸び

れの黒い斑点が特徴。 回遊タイプ。

カワヨシノボリ 中流～上流域に棲

んでいる。胸びれの筋が17本以下が

特徴。一生を川で過ごす陸封タイプ。



７月の トピ ッ ク ス

8月の行事

8月10日（日）
草木染体験

時間：9時30分～
参加費：200円

※要事前申込 

8月17日（日）
田んぼの学校

小川の生きものさがし

時間：9時30分～
参加費：子ども100円

当日参加可能

8月3日（日）
キノコ・粘菌観察会
真夏のキノコと粘菌

時間：9時30分～
参加費：無料

※要事前申込 

8月31日（日）
あぜ道観察会

時間：9時30分～
参加費：無料
※要事前申込 

豊岡市立コウノトリ文化館 （指定管理：NPO法人コウノトリ市民研究所）
開館時間／9：00～17：00 休館日／月曜日（祝日にあたるときはその翌日） 入館無料（環境協力金100円・任意）
〒668-0814 豊岡市祥雲寺127番地 ＴＥＬ：0796-23-7750 ＦＡＸ：0796-23-8005 https://kounotoribunkakan.com
コウノトリ文化館は兵庫県立コウノトリの郷公園内にある、豊岡市立の見学施設です。

キノコ・粘菌観察会 7/6
参加者：18名 スタッフ：2名
幼児から高齢者までのにぎ
やかな観察会となりました。
キノコではニガイグチやベ
ニタケの仲間、粘菌ではオ
オムラサキホコリやアオモ
ジホコリなどが見つかりま
した。

ヒヌマイトトンボ調査 7/13
参加者：約80名 スタッフ：3名
城崎町の桃島池で調査をしました。 「桃島池の自

然を考える会」との共催です。「ラムサール湿地
調査」の高校生も参加して、大人数となりました。

コウノトリふれ愛コンサート

八代保育園の皆さんによる太
鼓演奏で幕が開きました。約
150名もの来場があり、ホール

から人が溢れました。大盛況
の中、毬穂えりなさん、友麻亜
里さんによる華やかなステー
ジを楽しみました。

田んぼの学校 7/20
参加者：51名 スタッフ：5名
今月は小川の生きもの探しでした。郷公園内を
流れる鎌谷川に入りました。晴天続きで水量が
少なかったのですが、合計22種類もの生き物が
見つかりました。

あぜ道観察会 6/29

8月14日（木）
お盆特別企画

小川で遊ぼう

時間：9時30分～
参加費：子ども100円

当日参加可能

8月24日（日）
生きもの名付け会
時間：9時30分～
参加費：無料
※要事前申込 

参加者：14名 スタッフ：2名
今年から始めました。郷公園
周辺のあぜ道を歩きながら、
ベニシジミなどの小さなチョウ
を観察したり、道端の草を集め
て室内に持ち帰って種類を調
べました。

残念ながらヒヌマイトトンボ
は見つかりませんでした。
調査後は、生息環境保全
のため湿地のゴミ拾いをし
ました。
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